
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
１
５
回 

 

行
仙
宿
迎
春
準
備
作
業 

 

◇
実
施
日 

 

１
２
月
２
５
日
（
日
） 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
湯
川
一
郎
、
濱
野
兼
吉
、
生
熊
敏
男
・

千
満
子
、
大
江
加
子
予
、
畑
林
清
子
、
西
克
、
梶
野
照
雄
、
志

岐
敬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
１
名 

  

い
よ
い
よ
今
年
最
後
の
行
事
と
な
っ
た
。 

今
冬
か
ら
国
道
４
２
５
号
の
冬
季
通
行
止
め
が
浦
向
の
墓
地
前
か
ら
に
な
り
、 

村
役
場
で
鍵
を
借
り
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
朝
９
時
に
役
場
駐
車
場
に
集
合 

す
る
。 

 
 

 
 

 

通
行
止
め
ゲ
ー
ト 

 
 

 
 

荷
物
を
満
載
で 

 
 
 

 

登
山
口
水
場 

梶
野
車
は
伯
母
峰
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
積
雪
の
た
め
１
０
分
ほ
ど
遅
れ
て
到
着 

し
た
。
沖
崎
、
大
江
、
湯
川
、
梶
野
の
４
台
で
登
山
口
に
向
か
う
。
俱
利
伽
羅 

谷
の
橋
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
路
面
に
雪
が
残
っ
て
い
て
、
慎
重
に
車
を
進
め 

る
。
４
台
と
も
無
事
に
登
山
口
に
到
着
、
こ
こ
迄
の
道
に
積
雪
は
思
っ
た
よ
り 

少
な
か
っ
た
。 

 

今
日
は
例
年
の
迎
春
用
品
に
加
え
て
、
大
江
さ
ん
寄
贈
の
小
便
器
、
火
消
壺 

と
７
リ
ッ
タ
ー
の
水
を
入
れ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
３
個
、
２
リ
ッ
タ
ー
の
ペ
ッ
ト
ボ 

ト
ル
３
本
も
あ
っ
て
か
な
り
の
荷
と
な
っ
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
終
点
か
ら
各
自
手
分
け
し
て
、
一
回
で
小
屋
迄
運
ぶ
こ
と
が
出 

来
た
。 

 
 

 
 

 

ポ
リ
タ
ン
で
水
を
運
ぶ 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

雨
水
槽
の
氷 

行
仙
宿
に
到
着
後
、
休
む
こ
と
な
く
作
業
を
始
め
る
。
女
性
陣
は
お
堂
の
清
掃 

と
お
正
月
の
御
供
を
、
児
嶋
さ
ん
は
ス
ト
ー
ブ
に
火
を
入
れ
た
後
割
れ
た
小
便 

器
の
交
換
、
生
熊
（
敏
）、
西
、
湯
川
、
志
岐
の
４
人
で
３
つ
あ
る
雨
水
槽
の 

氷
割
、
梶
野
、
濱
野
の
２
名
は
水
場
の
整
備
と
し
め
縄
交
換
に
向
か
っ
た
。 

昨
日
ま
で
強
か
っ
た
風
も
弱
く
な
っ
た
が
、
気
温
は
０
℃
く
ら
い
で
、
屋
外
で 



の
作
業
は
指
先
が
凍
え
て
、
交
代
し
な
が
ら
氷
割
を
続
け
る
。 

玄
関
横
と
ト
イ
レ
横
の
雨
水
槽
は
底
ま
で
完
全
に
凍
っ
て
い
て
、
全
て
を
割
っ 

て
取
り
除
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
中
央
部
の
氷
を
取
り
除
い
て
横
に
倒
し 

溶
け
る
の
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。 

 
 

 
 

 

割
れ
た
小
便
器
交
換 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

行
仙
宿
の
水
場 

梶
野
君
が
灯
油
を
持
っ
て
き
て
、
水
場
に
降
り
る
前
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
火
を 

点
け
て
く
れ
た
。
ス
ト
ー
ブ
の
前
に
手
を
か
ざ
す
と
暖
か
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

水
場
班
が
戻
る
の
を
待
た
ず
に
昼
食
を
始
め
る
。
２
０
分
ほ
ど
し
て
水
場
班
が 

戻
っ
て
き
た
。
水
場
は
少
な
い
な
が
ら
流
れ
が
あ
る
そ
う
だ
。
積
雪
が
あ
る
の 

で
、
当
面
こ
の
状
態
が
続
き
そ
う
だ
。 

今
日
２
５
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
、
コ
ジ
マ
カ
フ
ェ
に
は
イ
チ
ゴ
の
ケ
ー
キ
や
ギ
ン 

ナ
ン
ま
で
出
て
食
後
の
ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご
し
た
。
い
つ
も
の
気
遣
い
に
感 

謝
。
湯
川
君
は
お
母
さ
ん
の
介
護
の
た
め
昼
食
後
下
山
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し 

た
。 

 

午
後
は
小
屋
内
と
管
理
棟
の
整
理
・
清
掃
、
発
電
機
が
動
い
た
の
で
掃
除
機 

も
使
っ
た
。
午
後
２
時
前
に
作
業
を
終
え
、
お
堂
に
全
員
集
ま
っ
て
勤
行
後
に 

下
山
し
た
。 

 
 

 
 

 

ギ
ン
ナ
ン
を
焼
く 

 
 

 
 

 

掃
除
機
も
使
う 

 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 

 
 

 

小
屋
の
正
月
飾
り 

 
 

 
 

 
 

笠
捨
山 

 
 
 
 

 
 

下
山
途
中
で 

 

今
年
も
色
々
あ
っ
た
多
忙
な
一
年
だ
っ
た
。
天
候
（
雨
）
に
振
り
回
さ
れ
た 



感
が
強
い
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
２
日
く
ら
い
が
雨
、
秋
の
３
連
休
も
こ 

と
ご
と
く
雨
。
予
定
し
て
い
た
山
彦
の
行
事
も
雨
で
中
止
や
延
期
が
多
か
っ
た
。 

コ
ロ
ナ
の
再
拡
大
も
あ
り
小
屋
の
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
来
宿
者
、
登 

山
者
は
少
数
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

日
本
山
岳
会
の
「
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
」
受
賞
や
奈
良
県
の
「
あ
し
た
の
な 

ら
表
彰
」
な
ど
の
慶
事
も
あ
っ
た
が
、
長
年
の
仲
間
で
、
８
０
歳
を
越
え
て
も 

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
て
い
た
豊
嶋
寛
さ
ん
が
１
２
月
２
０
日
に
８
７ 

歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
も
う
カ
レ
ン
ダ
ー
も
頂
け
な
く
な
っ
た
。 

主
要
メ
ン
バ
ー
の
内
５
名
が
来
年
８
０
歳
を
迎
え
る
。
加
齢
は
待
つ
こ
と
を
知 

ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
「
無
理
す
る
な
、
安
全
第
一
」
を
更
に
徹
底
し
て
い
く 

必
要
が
あ
る
。
皆
さ
ん
良
い
お
年
を
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 
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